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本製品の概要

ホイールナットに取り付けたナットキャップセンサー（以降、「送信機」）が、走行中に 
ホイールナットの緩みを検知すると、運転席内に設置した表示機能付き受信機（以降、 
「受信機」）が音と光でお知らせします。 
ただし、すべてのホイールナットの緩みを検知または通知することを保証するものでは

ありません。

電波法での注意事項

送信機は、電波法に基づく特定小電力無線設備として技術基準適合証明を受けています。

技適マークと認可番号は、送信機の本体上面にて確認が可能です。

必ず以下のことをお守りください。

• 分解／改造しないでください。

• 本製品は国内専用です。海外での使用はしないでください。

安全上のご注意

使用上の注意事項

記載事項を守らない場合、重大な障害や事故・車両火災、および最悪の

場合、死亡事故につながるおそれがあります。

記載事項を守らない場合や、取り扱いを誤った場合、事故につながったり、

ケガまたは車両火災、損傷のおそれがあります。

使用する上でしてはいけないこと（禁止事項）
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本製品を分解または改造しないでください。

発火、感電、故障の原因になります。

受信機および車内のケーブルを水で濡らさないでください。

発火、感電、故障の原因になります。

送信機は、後輪のホイールナットに

取り付けてください。

前輪のホイールナットに取り付ける

と、外部突起規制に抵触するおそれ

があります。

ただし、後輪であっても、トレーラー

などの長い車両には、送信機を取り

付けないでください。

送信機とアンテナとの距離が長く 
なると、正常に通信できないこと 
があります。

ホイールボルトの出代が４mm 以上

18 ｍｍ以下のホイールナットに 
送信機を取り付けてください。

ホイールボルトの出代が範囲外だと、

送信機を正常に取り付けることが 
できず、送信機が外れるおそれが 
あります。

4mm以上
18mm以下

送信機を取り付けるホイールボルト

のネジ山に、変形や摩耗などの異常

が無いことを確認してください。

ネジ山に異常があると、送信機が外

れるおそれがあります。

送信機を取り付けた後は、レバーを

必ず LOCK 側にしてください。

運転前に、レバーが LOCK 側である

ことを必ず確認してください。

LOCK 側になっていないと、送信機

が外れるおそれがあります。
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付属のケーブルを傷つける、無理に引っ張る、無理に折り曲げる、ねじる、重いもの

を載せるなどの行為をしないでください。

破損や故障の原因になります。

本書に従って、送信機を正しく取り付けてください。

正しく取り付けないと、送信機が脱落して事故やけがの原因になります。

送信機は、締付方式が新 ISO 方式の

M22 ホイールナットに取り付けて

ください。

送信機を取り付ける前に、ホイール

ナットが規定トルクで締め付けられ

ていることを、車両の日常点検で確

認してください。

付属の USB ケーブルを必ず使用してください。

下記によって生じたトラブルや損害について、当社は一切の責任を負いません。

•  付属の USB ケーブル以外を使用した。

•  付属の USB ケーブルを、本製品以外に使用した。

付属の USB チャージャーは、車両標準のアクセサリーソケットのみに使用して

ください。

下記によって生じたトラブルや損害について、当社は一切の責任を負いません。

•  付属の USB チャージャー以外を使用した。

•  付属の USB チャージャーを、車両標準のアクセサリーソケット以外に使用した。

送信機が破損していないことを、

日常的に点検してください。

送信機が破損していると、正常に

動作しないおそれがあります。

異常が検知されたときは、周囲の安全を確認しながら速やかに停車してください。

停車後、すべてのホイールナットを点検してください。
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運転前に、受信機に電源が入っていることを確認してください。

電源が切れていると、ホイールナットの緩みを検知できません。

ホイールナットの緩みが発生しないよう、車両の日常点検をしてください。

本製品がホイールナットの緩みを検知するのは、約 30km/h 以上の場合です（ホ

イール／タイヤサイズにより異なる）。

また、本製品はあくまでも補助的なものであり、すべての脱輪予兆を検知または

通知することを保証するものではありません。

本製品に落下等の強い衝撃を与えたり、過度な力を加えたりしないでください。

破損や故障の原因になります。

取り付けた送信機が凍結しているときは、ぬるま湯をかけて氷や霜を取り除いて

ください。

送信機の内部も凍結しているおそれがあるため、無理に外そうとすると、破損や

故障の原因になります。

ディスクホイールの日常点検では、以下の点に注意して送信機取り付け箇所を点

検してください。

•  ディスクホイールを取り付ける際は、正しい部品（ホイールボルト、ホイールナット）

を使用してください。

•  送信機を取り付ける際は、ホイールボルトの出代にバラつきがないことを必ず

確認してください。

•  ホイールボルトの損傷やホイールナットの緩みがあると、さび汁が表れます。

さび汁が見られた場合は、入念に点検してください。

•  ディスクホイールと送信機の合いマーク位置にズレがないか、目視で点検してく

ださい。

本製品（送信機、アンテナ、アンテナケーブル、基台、クランプ、ホルダークランプ）

を高圧洗浄またはスチーム洗浄しないでください。

脱落、破損や故障の原因になります。

洗車機を使用するときは、アンテナを取り外し、アンテナケーブルに保護キャップ

を装着してください。

脱落、破損や故障の原因になります。

送信機のお手入れに、水以外の液体は使用しないでください。

破損や故障の原因になります。

ホイールを洗浄するときは、洗剤が残らないように水でよく洗い流してください。

洗剤が送信機に付着したまま放置すると、変形や変色の原因になります。
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送信機の取り外し時は、角度の情報を消去するために 30 秒以上縦置きしてください。

送信機は、取り付け時の角度の情報を記憶して緩みを検知します。縦置きが 30 秒
未満だと、角度の情報が消去されないため、再度取り付けたときにホイールナット

の緩みを検知しない、または誤検知することがあります。

送信機を使用しないときは、縦置き

にしてください。

横置きにすると、送信機を使用して

いなくても電池を消耗します。

縦置き横置き
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各部の名称と機能

受信機

USB Type C ポート

USB ケーブル経由で
受信機に電源を
供給します。

ボタン

送信機を登録するとき
などに、細くて固いもの

（例：ボールペンの先）で
押します。

アンテナ用ポート

緑ランプ 赤ランプ

アンテナ

アンテナケーブル

保護キャップ

飾りナット

平ナット

Mコネクター



－ 8 －

基台

アンテナマウント

送信機

レバー

送信機をホイールナットに固定するとき
に、 LOCK 側にします。
送信機を外すには、UNLOCK側にします。

USB ケーブル

Type A

Type C

付属の USB ケーブルを必ず使用してくだ

さい。

・

このケーブルは、下記と接続できます。

 - 車両の USB Type A ポート

 - 付属の USB チャージャーの USB 
     Type A ポート

 - 受信機の USB Type C ポート

上記以外には接続しないでください。

・

・ 付属の USB ケーブルを必ず使用して 
ください。

・ このケーブルは、下記と接続できます。 
- 車両の USB Type A ポート 
-  付属の USB チャージャーの USB 

Type A ポート

- 受信機の USB Type C ポート

上記以外には接続しないでください。

USB チャージャー

USB Type A ポート

・ この USB チャージャーは、下記と接
続できます。 
 - 車両標準のアクセサリーソケット
- 付属の USB ケーブル

上記以外には接続しないでください。

・ 使い方については、USB チャージャー
の説明書をご覧ください。
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状態
ランプ

ブザー
緑  赤

電源が OFF
消灯消灯

ー

電源を ON にした

起動中 点灯
(3秒)

点灯
(3秒)

ー

起動完了
消灯消灯

ピッ

（受信機が起動後）

送信機との通信を確認中 消灯消灯
ー

（受信機が起動後）

送信機との通信が成立した

消灯点灯
ー

（走行中）

ホイールナットの緩み無し

ホイールナットの緩みを検知した
点滅
(速い)

消灯

ピーー

（鳴り続ける）

「ホイールナットの緩み」以外の異常を 
検知した 点滅

(ゆっくり)
消灯

ピーッ

（90 秒ごと）

受信機のランプ表示

本製品の状態を、受信機の

ランプで確認できます。 

緑ランプ 赤ランプ
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手順
ランプ

ブザー
緑 赤

1.  エンジンを切る 
・受信機の電源が切れます。 消灯消灯

ー

2.  送信機のレバーを UNLOCK 側にする

ー ー

3.  送信機を反時計回りに回してから、引き抜く

②
① ー ー

4.  重要  角度の情報を消去するため、外した 
送信機を平ら（傾き：5°未満）で振動が 
少ない場所に 30 秒以上縦置きする

縦置き 横置き
（30秒以上）

5°未満

・ 縦置きが 30 秒未満だと、角度の情報が消去されな

いため、再度取り付けたときにホイールナットの緩

みを検知しない、または誤検知することがあります。

ー ー

5.  すべての送信機に、手順 2 ～手順 4 を行う ー ー

車両点検の際は

点検の前に

ホイールナットを点検するために送信機を外す場合は、下記の手順に従ってください。
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点検が終わったら

送信機を取り付ける際は、下記の手順に従ってください。

手順
ランプ

ブザー
緑 赤

1. エンジンが切れていることを確認する

消灯消灯
ー

2.  送信機を取り付けるホイールボルトの、 
ネジ山を清掃する

・ ネジ山に詰まった汚れを、ワイヤーブラシで 
取り除いてください。

ー ー

3.  送信機を取り付ける 
・ 「送信機を取り付ける」（12 ページ）を 
ご覧ください。

ー ー

4.  エンジンキーを ACC または ON 位置にする 
・受信機の電源が入ります。

消灯消灯

点灯 点灯

3 秒

 
ー 
 

ピッ

5. 緑ランプのみが点灯するまで待つ

・ 送信機との通信が成立すると、緑ランプが点灯

します（点灯までに最長で約60秒かかります）。

消灯点灯

消灯 消灯
ー

 
 
 
 
ー
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送信機を取り付ける

1.  送信機を取り付けるホイール
ナットとホイールボルトに、
マーキング（合いマーク）を
つける 
・ ホイールナットが緩んだ場合に

目視で確認できるよう、油性 
ペンなどでマーキングしてくだ

さい。

・ ホイールナットを締め直した際

に合いマークがずれた場合は、

再度マーキングしてください。

マーキング

2.  レバーが UNLOCK 側である
ことを確認する

3.  送信機を取り付ける、 
ホイールナットの向き 
（六角形の向き）を覚えておく 
・ 手順 5 で、送信機の向きを 

合わせるときの目安になります。

4.  ホイールナットに 
送信機をかぶせ、 
時計回りに回す 
・ ホイールナットに突き当たる

まで回します。

①
②
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5.  「送信機の六角形の向き」を、
「ホイールナットの向き」に
合わせる 
・ 手順3で覚えた向きに合うように、

送信機を反時計回りに回します。

・ 反時計回りに回す量は 90°以下

にしてください。（90°よりも多

く回すと、送信機が外れるおそれ

があります）

ホイールナットの

向きに合わせる

6.  LOCK 側に突き当たるまで 
レバーを動かす

・ 送信機がホイールナットに 
固定されます。

＜ LOCK 側まで動かせないときは＞ 
送信機を外して、手順 2 からや

り直してください。

7.  送信機が、反時計回りに 
90°以上回らないことを 
確認する

＜ 90°以上回ったときは＞ 
手順 2 からやり直してください。

反時計回りに

90°以上回らない

ことを確認

8.  送信機を引っ張っても 
外れないことを確認する

＜外れたときは＞ 
手順 2 からやり直してください。

引っ張っても

外れない

ことを確認

9.  ディスクホイールと送信機に
マーキング（合いマーク）を 
つける

・ ホイールナットが緩んだ場合に

目視で確認できるよう、油性 
ペンなどでマーキングしてくだ

さい。

・ 送信機を脱着した際に 
合いマークがずれた場合は、 
再度マーキングしてください。

マーキング
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ホイールナットの緩みを検知したときは

ホイールナットの緩み検知の仕組み

送信機は、ホイールナットに装着したときの角度を記憶します。

走行中、送信機は現在の角度を定期的に測定します。

「装着時に記憶した角度」と「現在の角度」の差が大きくなると、「ホイールナットが緩んだ」

と判断されます。

緩みを検知したときは、受信機が下記の動作でお知らせします。

•「ピーー」と鳴り続けます。

• 赤ランプが速く点滅します。

送信機をホイールナットから取り外した際は、送信機を 
必ず 30 秒以上縦置きしてください。縦置きが 30 秒未満 
だと、装着時に記憶した角度の情報が更新されず、 
ホイールナットの緩みを検知しない、または誤検知する 
ことがあります。

ホイールナットの緩みを検知したときの対処

手順
ランプ

ブザー
緑 赤

1.  安全な場所に停車する 
（エンジンは切らない）

点滅
(速い)

消灯
ピーー

2.  すべての送信機を外す 
・ レバーを UNLOCK 側にしてから、反時計回りに

回して引き抜きます。 

③

②
①

点滅
(速い)

消灯
ピーー

ピーー ピーー
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手順
ランプ

ブザー
緑 赤

3.  重要  すべての送信機を、平らな場所 
（傾き：5°未満）に縦置きして、約 30 秒待つ

縦置き 横置き
（約30秒）

5°未満

・ 送信機からの電波が止まり、ブザーと 
赤ランプの点滅が止まります。

点灯 消灯

点滅
(速い)

消灯

30 秒
ピーー

ー

4.  エンジンを切る ー ー

5.  送信機を付けていたすべてのホイールナットに

緩みがないかを点検する 
・ 打音検査、またはホイールナットの合いマークで

確認してください。

・ 緩みが確認された場合は、規定トルクでホイール

ナットを締め付けてください。

ー ー

6.  外した送信機を取り付ける 
・ 「送信機を取り付ける」（12 ページ）をご覧 
ください。

ー ー

7.  エンジンキーを ACC または ON 位置にする 
・受信機の電源が入ります。

消灯消灯

点灯 点灯

3 秒

ー

ピッ

8.  緑ランプのみが点灯するまで待つ

・ 送信機との通信が成立すると、緑ランプが点灯

します（点灯までに最長で約60秒かかります）。

消灯点灯

消灯 消灯
ー

ー

9.  走行を再開する 
・ ホイールナットの緩みに注意してください。 消灯点灯

ー
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故障かな？と思ったら

項目 原因 処置

赤ランプ：

速い点滅

ブザー：

鳴り続ける

ホイールナットの緩みが検知

された。

速やかに安全な場所に停車して、 
すべてのホイールナットを点検して

ください。外した送信機を 30 秒以上 
縦置きせずに、再度付けた。

赤ランプ：

ゆっくり点滅

ブザー：

90 秒ごとに鳴る

アンテナケーブルが抜けてい

る。

アンテナケーブルを接続し、数分間

走行してください。

アンテナケーブルが断線して

いる。

新しいアンテナケーブルに交換して

ください。

送信機が外れている。 登録したすべての送信機がホイール

ナットに装着されていることを確認

し、数分間走行してください。

送信機が登録されていない。 送信機を登録してください。

送信機の電池が切れている 
（寿命の目安：約 12 か月）。

電池の交換はできません。

新しい送信機をお買い求めください。

電波が強い場所にいる

（電波塔の近くなど）。

原因となる場所から離れてください。

強い電波を発する機器が近く

にある。

原因となる機器を離し、数分間走行

してください。

（悪路の走行などにより）本製

品が大きく揺れている。

原因となる状況を解消してください。

受信機の電源が 
入らない。

エンジンが切れている。 エンジンキーを ACC または ON 位置

にしてください。

USB ケーブルが抜けている。 USB ケーブルを接続してください。

USBケーブルが断線している。新しい USB ケーブルに交換してく

ださい。

USB チャージャーが抜けてい

る。

USB チャージャーを接続してくだ

さい。

USB チャージャーが故障して

いる。

新しい USB チャージャーに交換し

てください。

適合しない USB ケーブルが

接続されている。

本製品に適合する USB ケーブルを

接続してください。

アクセサリーソケットの

ヒューズが切れている。

ヒューズ切れを解消してください。
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項目 原因 処置

受信機の電源が 
切れる。

エンジンが切れている。 エンジンキーを ACC または ON 位置

にしてください。

USB ケーブルが抜けている。 USB ケーブルを接続してください。

USBケーブルが断線している。新しい USB ケーブルに交換してく

ださい。

USB チャージャーが抜けてい

る。

USB チャージャーを接続してくだ

さい。

USB チャージャーが故障して

いる。

新しい USB チャージャーに交換し

てください。

アクセサリーソケットの

ヒューズが切れている。

ヒューズ切れを解消してください。

送信機がホイール 
ボルトに取り付き 
にくい。

ホイールボルトのネジ山が 
汚れている。

ワイヤーブラシで汚れを取り除いて

ください。

ホイールボルトのネジ山が 
変形している。

変形しているネジ山には、送信機を

取り付けないでください。

送信機をリセットで

きない。

送信機を縦置きしていない。 送信機を縦置きし、30 秒以上待機

してください。送信機を縦置きしたが、30 秒

経過していない。

レバーを LOCK 側に

動かせない。

ホイールナットの角度と 
送信機の角度がずれている。

ホイールナットの角度と送信機の

角度を合わせてから、レバーを 
操作してください。

→「送信機を取り付ける」（12 ページ）

レバーを操作しにく

い。

砂やホコリなどが詰まっている。砂やホコリなどを取り除いてくだ

さい。

凍結している。 レバーにぬるま湯をかけて、氷など

を取り除いてください。

送信機のレバーが、

勝手に UNLOCK 側

になる。

レバーが故障している。 送信機が脱落するおそれがあるため、

使用を中止し、お問い合わせ窓口に

ご連絡ください。

上記の処置をしても問題が解消されないときは、安全な場所に停車し、お問い合わせ窓口に

ご連絡ください。
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仕様

製品の仕様や外観は、予告なく変更することがあります。

アンテナ

ケーブル

ケーブル長 7m

送信機 使用温度範囲 -40℃～ +100℃
電源 内蔵電池

電池寿命 約 12 か月

無線仕様 RF 帯（特定小電力無線局）

緩み検知速度 約 30km/h ～（ホイール／タイヤサイズにより異なる）

受信機 電源入力 USB Type C
定格電源 5V
消費電流 100mA 以下

使用温度範囲 -40℃～ +85℃
登録できる送信機 32 個まで

お手入れ

お手入れは、エンジンが切れた状態で行ってください。

ベンジン、シンナー類、アルコール類などは使用しないでください。

アンテナ 乾いた柔らかい布で拭いてください。

汚れがひどい場合は、水で薄めた中性洗剤を含ませた布などで拭き取ってく

ださい。

受信機 乾いた柔らかい布で拭いてください。

送信機 乾いた柔らかい布で拭いてください。

汚れがひどい場合は、水を含ませた布などで拭き取ってください。水以外の

液体は使用しないでください。

機械でお手入れするときは
•  本製品（送信機、アンテナ、アンテナケーブル、基台、クランプ、ホルダークランプ）

を高圧洗浄またはスチーム洗浄しないでください。

•  洗車機を使用するときは、アンテナを取り外し、アンテナケーブルに保護キャップを装

着してください。
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お問い合わせ窓口

本製品に関するお問い合わせ、および本製品の交換・修理・廃棄などについては、本製品

をお買い上げの販売店にご連絡ください。
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